
研究用バージ上で３時間にわたって，トライデント関連の

研究およびソナー設備に，伝えられるところでは１０万ポ

ンドの損害を与えた，ロッホ・ゴイル活動家の共同声明

　この文書は次からダウンロードできます．

　http://pegasus.phys.saga-u.ac.jp/peace/lochgoil.htm

アンジー・ゼルター，ウラ・ローダー，

エレン・モクスレイの共同声明

私たちアンジー・ゼルター（イングランド），ウラ・ローダー

（デンマーク），エレン・モクスレイ（スコットランド）は，

イギリスのトライデント核兵器システムの一部を非武器化し，

それによって国内法と国際法の重大な違反の防止を試みるため

に，仲間を組みました．

　私たちはみな，「トライデント・プラウシェアズ2000」(以下，

「TP2000」と略)のメンバーで，核使用犯罪を防止する誓約，

非暴力と安全の誓約に署名しています．

　私たちはみな，この非武器化行動の計画に際してトライデン

ト・プラウシェアズ2000ビデオを視聴し，「トライ・デンティ

ング・イット　ハンドブック」を読んでいます．これらの資料

は，私たちが「TP2000」に関わることの背景，行動の動機，私

たちの気持ち，そして行動の哲学的な下地を非常にはっきりと

説明しています．

　私たちは，非暴力と安全の基本原則を特に心に留め，すべて

の計画を立てるに当たって私たちの行動がいかなる生命にも危

害を与えないことが確実であるように真剣に努力しました．私

たちはまた，この行動がきちんと説明でき，隠しだてのないも

のであることが確かなように注意を払いました．「TP2000」は，

ハンドブックやビデオ，誓約者全員の名簿を送るなどして，た

くさんの機会をとらえて政府や軍，裁判所に働きかけて来まし

た．その中で，人道への犯罪と人道法の重大な違反の計画に責

任のある人々が裁判にかけられるのか，それとも誓約者全員が

裁判にかけられるのか，そのどちらでも歓迎すると伝えました．

この，前もって用意した共同声明はそのプロセスの一部です．

私たちはこの行動を隠したり，その結果から逃げたりはしませ

ん．この非武器化の行動のためにはどうしても必要な事前の秘

密性は別として，私たちは非常にオープンで，なぜ，またどの

ようにしてそれを行ったかをいつでも説明します．この声明の

コピーは付属資料とともに，私たちが非武器化を行う場所ごと

に横断幕と一緒に残されるでしょう．もし私たちが首尾よく犯

罪防止の課題を成し遂げた場合には，私たちはそれを説明する

ために最寄りの警察に行きます．これは，私たちが犯罪に関わっ

たと思うからではなくて，私たちの非武器化と犯罪予防の行動

は，見た目には単に器物損壊あるいは政治目的の破壊行為に過

ぎないのではないかと誤解されるかも知れないので，私たちが

何を何の目的で実行したのかを説明したいからです．
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　私たちはこの行動が特定の政治目的のためではないことをはっ

きりさせたいのです（もっとも私たちはこれが政治の次元の問

題であることは理解しています）．私たちの行動は第一義的に，

イギリスのトライデント核兵器システムは無辜の市民の大量殺

戮準備のシステムであり，しかもその殺戮は何世代にもわたる

ものであるという，法と倫理の前提に基づいた考えによるもの

です．私たちはトライデントシステムは倫理的に正当化できな

いだけでなく，国際法にも違反していると信じます．愛し，感

情を持つ人間として，私たちは持てるあらゆる力を使ってトラ

イデントシステムを作動できないようにすること，但しそのた

めの行動が非暴力で安全で隠しだてなくかつきちんと説明でき

るものだという前提で，その努力をすることは私たちの義務だ

と感じています．

　私たち３人は，この巨大な悪を正すために，社会に備わって

いる通常の多くの方法を試みることに何年もの年月を費やして

きました．この問題について自ら学びそして考え，またいろい

ろな見方について知り，そして核兵器は大量殺戮というテロリ

ズムの兵器であり，倫理的にも法的にも使用が許されない兵器

であることを知りました．そこで，私たちは反対デモをやり，

文章を発表したり教材を作ったり，集会を開いたり，市民や軍

関係者へのビラまきをしたり，請願書に署名したり，終夜の見

張りをしたり，議会に働きかけたり選挙区の議員に話をしたり

しました．議員が私たちの代表として行動してくれるようにす

る試みが失敗したとき，私たちは裁判所へ，警察へ，あるいは

他の公共機関にも行き，イギリスが核兵器の使用を準備するこ

とは違法であるという私たちの主張を聴いてもらうために政府

を法廷に引き出すのを助けてくれるように頼みました．国際的

には，核兵器の違法性について勧告を出すよう国際司法裁判所

に依頼し成功したNGOのキャンペーンも含めて，同様のイニシャ

ティブを支えて来ました．この世界法廷の「勧告的意見」をイ

ギリスの核兵器システムに適用すれば，イギリスの100キロトン

核弾頭のただ１個の使用ですら違法なことは明らかです．私た

ちは，私たち自身と他の人々の生命，そして環境へのこの恐ろ

しい脅威を取り除くためにあらゆる手段を試みましたが，それ

は失敗に終わりました．それぞれの機関で私たちに応対した人

は皆，一般的に核兵器は恐ろしいもので，もしそれがなくなれ

ばずっとよいし，安全になるということでは私たちと意見は一

致したものの，その責任は別のところにあるとして，自分個人

の責任を認めようとはしませんでした．私たちはそのような考

えには同意できません．私たちのひとり一人が責任を負うべき

であり，他のだれかにそれを転嫁することだけではすまないは

ずです．ですから私たちは自分たちで直接の非武器化の行動を

実行するほかには選択肢を見つけることができないのです．私

たちはそこで，めいめいがそれぞれの道筋を通って，トライデ

ント原潜を基本とする核兵器システムの配備に不可欠な施設の

非武器化を実施すべきだという結論に達したのです．

　私たちの国々（デンマーク，イングランド，スコットランド

はみなNATO加盟）がバルカンで戦争をしており，これまでの



長い歴史の中でも核戦争の危険が恐らく高いであろう今こそ私

たちはこれを実行するのです．セルビアに核を使うべきだとか，

核を持っているのはこの時のためだ，というような恐ろしい事

が言われています．これに対してはすでにロシアも核で応える

と言っているのです．いかなる紛争であれ核兵器を使うことは

間違いです．私たちは戦争が起きている今まさに，核兵器使用

の可能性をなくすために，地球市民の義務としてこの非武器化

の行動を実行するのです．

　私たちは，ゴイル湖の浮体実験室を非武器化し，それによっ

て大量破壊兵器トライデントの有効な配備を不可能にすること

を試みます．私たちはつぎの事を実行します．

イ）浮体実験室「メイタイム」に乗り込んで，音響信号収集に

使われる装置を非武器化し，

ロ）別の浮体「NEWT」に乗り込んで，運転中の原潜のデータ

収集のための装置を非武器化します．

トライデント原潜は核ミサイルという恐ろしい荷物を隠して海

洋で隠密行動するために，自分が出す「ノイズ」をチェックし，

それを極力小さくしなければなりません．「ノイズ」は磁気，

音響，熱，レーダー，そして映像のシグナルが含まれます．ゴ

イル湖のトライデントをサポートする実験施設は防衛評価研究

機関（DERA）によって運営されており，トライデントのノイ

ズの「指紋」についての研究，その試験，測定，そしてノイズ

抑制のための決定的な役割を受け持っています．DERAはイギ

リス国防省の主たる技術アドバイス機関であり，ゴイル湖の施

設で潜水艦の試験が定期的に行われており，トライデント原潜

もしばしばそこに姿を見せています．

　地磁気の微細な変化を衛星でとらえて，トライデントを追跡

する技術の詳細を中国が手に入れたということが最近暴露され

ましたが，これはもはやトライデントが「見えない」ものでは

ないことを意味します．このことは，磁気ノイズを隠すより優

れた技術を開発するためにDERAの研究所の重要性が一層増し

たことを示します．中国のこの一件は，私たちの見るところで

は，このDERA研究所がトライデントの脅威にとって決定的な

役割を持っていること，その配備のためには不可欠の存在であ

ることを証明しています．したがってこの施設に対するどのよ

うな非武器化の行動も核犯罪の防止にとって最高度に重要なの

です．

私たちが非武器化しようとするゴイル湖の水上実験施設の中心

部分は，浮体実験室「メイタイム」で，これは運転中の原潜や

小型模型の出す音響ノイズのデータを収集するのに使われます．

実寸の潜水艦のエコーの強さの測定は，「メイタイム」と可動

浮体「NEWT」とが連携して行われます．この測定は，静止ノ

イズ試験域に固定した潜水艦の回りを「NEWT」が一周して行
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われます．潜水艦のソナーを作動させてのビームパターンの測

定も行われます．大規模の音響アレイが設置されており，長基

線による実験はこれらと「NEWT」とを組み合わせて実施され

ます．

私たちは次のような設備を非武器化します．

- 可変水深水中聴音器および垂直アレイ．これらは音響プロファ

イルの近接測定に使用される．

- 地上および水中の施設内通信用VHF，UHF装置．これらは潜

水艦と地上との情報通信に使われる．

- トリスポンダー・トラッキングシステム

- レーダーおよび電子戦システムの較正装置

- 超長波送信システム試験装置

- 曳航アレイおよびケーブルの機械的試験のための装置

- 「メイタイム」の模型潜水艦の懸架用ウインチ

- 長基線実験のシステム

　これらの技術的試験のために時間とエネルギーを費やした人

の，また，私たちの行動が自分個人の仕事への攻撃だと受け取

る人の気持ちを考えると，私たちは悲しくも，残念でもありま

すが，それでもあえてこの非武器化を実行します．この行動の

必要性がなぜ正当化されるかと言えば，これらの試験装置は，

イギリスが人類全部にかかわる恐ろしい大量破壊を引き起こす

複雑な核兵器システムの，そのまさに一部に他ならないからで

す．DERAや国防省の技術者がいかに善意であろうとも，彼ら

の仕事は私たちの生命をそのような危険にさらしているという

点で絶対に許しがたいことなのです．トライデントの核弾頭の

どんな炸裂（事故であると防衛のためとを問わず）による放射

性降下物の長期にわたる，国境を越えた，さらに未だ生まれて

いない世代にも及ぶ影響はあまりにも巨大なので，私たちの，

熟慮の末の，冷静な，かつ道理あるこの非武器化の行動は，ま

さに責任ある補正(remedial)の行動です．DERAで働く技術者，

科学者の方々は，トライデントに関係する仕事をやめ，地球社

会全体の利益になるような平和的なプロジェクトのために，そ

の研究や研究支援の仕事を転換して下さるようお願いします．

私たちの非武器化行動は愛と思いやりの精神で行うものです．

私たちはこの行動が当局によって好意的に受け取られないだろ

うということは解っていますが，これが核廃絶の一助となるこ

とを期待しているのです．（豊島訳，99年6月16日，最終改訂

2001年11月）

http://www.tridentploughshares.org/

翻訳サイト

http://www003.upp.so-net.ne.jp/
maytime/goilsupt.html


